
（５）授業研究会 

① 日 時： 

令和元年10月5日（土）10：00—17：00 

② 場 所 

岩手大学教育学部附属小学校 

③ 内 容 

1) 提案授業 

ア 小学校3年「主体的・対話的で深い学びのある算

数の授業①  －二等辺三角形をつくる－」 

授業者 白石 円（岩手大学教育学部附属小学校） 

イ 小学校 3年「主体的・対話的で深い学びのある算

数の授業②  －二等辺三角形をつくる－」 

 授業者：加固 希支男 （東京学芸大学附属小金井小学校） 

2) 研究協議 

加固希支男（東京学芸大学附属小金井小学校）・

白石円（岩手大学教育学部附属小学校）・沼川卓

也  （盛岡市立緑が丘小学校）・菊池沙織（洋野

町立種市小学校）・宮崎大地（宮古市立千徳小学

校）・本宮和奈（岩手大学教育学部附属幼稚園）・

伊東晃 （岩手大学教育学部附属小学校）・工藤真

以（岩手大学教育学部附属中学校） 

3) 参会者の意見 

ア 図形指導等に対する意識（抜粋） 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 図形の学習内容の中で指導が難しいと感じている

もの（自由記述による） 

・概念と操作・立体図形・板書・どこまでねらうべ

きか、どこまで子どもに任せるか、どこまで子ども

に定着させるか・立体を平面に書き表すこと・操作

の難しさ・論証指導・定義，定理の違い・図形の仲

間分け指導における数学的活動（課題意識・なぜ分

けるのか）・形式的な指導になりやすいこと・道具

の使い方 

５ 主な知見と今後の課題 

今年度は，作成したカリキュラム案に則り，段

階的，系統的に授業実践を行い，より質の高いも

のにしていくことを試みた．その結果，図形指導

の課題として以下８点をあげる． 

ア 具体的な操作を言語化するとともに，操作の目

的を明確にしていくこと 

イ 「問い返し」や「問い直し」を通して、直観

的に捉えたものを論理的に説明すること 

ウ 立体図形の学習を充実させること 

エ 式と図形を関連づけるなど図形の見方・考え方

を豊かにしていくこと 

オ 小・中の学習内容の系統を理解すること 

カ 図形の関係や性質を統合的・発展的に考察で

きること 

キ 数学的な推論の違いを早期より自覚させること 

ク 過程としての算数・数学を重視すること 

ケ 誤答例も積極的に生かすこと 

コ 問題解決としての図形の指導を充実すること 

 今年度は，この改善のための授業実践を試み，

その検証を行った．今後は，さらに授業実践を充

実させていくとともに，より豊かな図形指導のカ

リキュラムを考察していくことである． 

 

本研究の推進にあたっては，今年度も県内の多

くの先生がたにご協力をいただいている．今年度

の本研究の推進にご協力いただいている方々は，

表記の4名に加え，以下の22名（研究分担者）で

ある． 

本宮和奈（附属幼），及川光代（米崎小），菊池

沙織（種市小），桐山あかり（城北小），工藤美波

（大野小），佐々木一向（沼宮内小），佐藤杏奈 

（仙北小），白石円（附属小），辻裕美香（仙北

小），外舘和雅（久慈小），楢木航平（附属小），沼

川卓也（緑が丘小），宮崎大地（千徳小），稲垣道

子（附属中），川邊智津瑠（上野中），工藤真以

（附属中），佐々木愛香（胆沢中），清水貴之（見

前中），藤井雅文（附属中），藤原英文（大槌学

園），渡辺葵（厨川中），加固希支男（東京学芸大

附属小金井小） 

項目内容 1 2 3 4

(6)  図形の学習は、算数の学習の中でも子どもが楽しい

と感ずるものの一つだと思う。
17 13 1 0

(7)  図形の指導は、算数の指導の中でもやりやすいもの

の一つだと思う。
2 16 10 2

(8)  幼・小・中の学習の系統性を考えることは、算数・

数学の指導において大切だと思う。
26 5 0 0

(9)  算数・数学の指導においては、数学的活動（算数の

学習のプロセス）を大切にしている。
22 8 0 0

(10)  算数・数学の指導においては、「深い学び」を大切

にしたい。
27 3 1 0

１ 強くそう思う ２ まあそう思う ３ あまりそう思わない  
４ 全くそう思わない 

１．本研究の位置づけ

　本研究は、岩手大学第三期中期目標および中

期計画の実現に向けた６年間の取り組みのう

ち、４年目の令和元年度の進捗状況について報

告するものである。

　具体的には、第三期中期目標【16】「地域創

生の観点に立ち、地域の教育諸課題を解決する

ことのできる、地域の初等・中等教育機関教員

を養成するための実習校としての機能を強化す

る」の下での中期計画【32】「地域創生を担う

初等中等教育機関の教員養成実習校として機能

するため、教育学部及び教職大学院と連携・協

力して実習カリキュラムを開発し導入する。こ

れにあたっては、小規模・複式教育に資する教

育実習カリキュラムの開発や教職大学院におけ

る実習カリキュラムの確立等を行う。」の実現

と、中期目標【17】「地域のモデル校としての

附属学校の機能を強化し、先導的・実験的取組

を通じた教育・研究を進め、地域の教育課題に

応える。」の下での中期計画【34】「地域のモデ

ル校として、多様な子どもたちを受け入れ、幼

稚園、小学校、中学校という異校種間の接続教

育及び一貫教育のあり方や小学校の専科制につ

いて調査研究を行う。そのうえで、附属学校の

機能を強化するため学級数、入学定員の適正化

を図り、教員の適正配置を計画し、実施する。」

を実現するため、上記の下線部の３テーマにつ

いて、全学的な位置づけのもと、教育学部の附

属学校改革専門委員会を中心に、具体的な計画

の実施に取り組んできている。

　本報告では、上記の中期計画にかかわる３

テーマ（１．小規模・複式教育に資する教育実

習カリキュラムの開発、２．小学校専科制のあ

り方について、３．小中一貫教育に係る実施改

善案の策定）の進捗状況をまとめて報告する。

　中間進捗状況として、本年度の課題は、小規

模・複式教育に資する教育実習カリキュラムに

ついては、現行の取り組みに加えて、特に、主

免実習への複式授業参観を実習３校全てにおい

て導入が挙げられる。小学校専科制については、

教員負担の少ない「出入り」の実現と公立学校

へ導入できるための方策が挙げられる。また小

中一貫教育については、外国語と情報に関する

取り組みに加え、総合的学習の中核をなすわか

たけタイムとヒューマンセミナーにおける「地

域課題」に基づく指導計画の見直しである。

　なお、今回の報告内容に関しては、2020 年 2

月 17 日に開催された令和元年度教育学部プロ

ジェクト推進支援事業ポスター発表会における

ポスターを掲載することをもって報告とする。

（文責　田代高章）

「小規模・複式教育に資する教育実習カリキュラムの開発」

「小学校専科制のあり方について」

「小中一貫教育に係る実施改善案の策定」

（令和元年度進捗状況報告）

附属学校改革専門委員会：田代高章（教育学部）・阿部真一（教育学研究科）

・高室敬（教育学部附属小学校）・加藤佳昭（教育学部附属中学校）

（令和２年３月４日受理）
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教育実践研究論文集　第７巻



教育実践研究論文集 第７巻 
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２２．．「「小小規規模模・・複複式式教教育育にに資資すするる教教育育実実習習カカリリキキュュララムムのの開開発発」」

本研究の検討進捗状況は次の通りである。

（文責 阿部真一）

２．「小規模・複式教育に資する教育実習カリキュラムの開発」
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３３．．「「小小学学校校専専科科制制ののあありり方方ににつついいてて」」

（文責 高室 敬）

教育実践研究論文集 第７巻 

－ 2 － 

２２．．「「小小規規模模・・複複式式教教育育にに資資すするる教教育育実実習習カカリリキキュュララムムのの開開発発」」

本研究の検討進捗状況は次の通りである。

（文責 阿部真一）

３．「小学校専科制のあり方について」
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４４．．「「小小中中一一貫貫教教育育にに係係るる実実施施改改善善案案のの策策定定」」

（文責 加藤佳昭）

４．「小中一貫教育に係る実施改善案の策定」
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